
第
２2
回 

法
廷
だ
よ
り

第
２2
回 

法
廷
だ
よ
り

第
２2
回 

法
廷
だ
よ
り

２
０
１
７
年
9
月
19
日
、
第
22
回
口
頭
弁
論
期
日
が

札
幌
地
裁
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
９
月
19
日
午
後

２
時
00
分
よ
り
札
幌
地
裁
で
、

第
22
回
口
頭
弁
論
期
日
が
開
か

れ
ま
し
た
。
傍
聴
席
も
満
席
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
期
日
で
は
、
ま
ず
原

告
の
意
見
陳
述
を
行
い
、
そ
の

後
弁
護
団
か
ら
、
防
潮
堤
・
防

波
堤
の
安
全
性
や
地
盤
の
安
全

性
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
述
べ

た
準
備
書
面
（24）
の
要
旨
説
明
を

行
う
と
と
も
に
、
同
準
備
書
面

を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

弁
護
団
の
市
川
弁
護
士
と
田
中

宏
弁
護
士
が
進
行
に
関
す
る
意

見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

原
告
の
意
見
陳
述
は
、
こ
れ
ま

で
長
年
に
わ
た
っ
て
原
発
問
題
に

か
か
わ
る
運
動
に
参
加
し
て
き
た

中
村
廣
治
さ
ん
が
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
か
か
わ
っ
て
き
た
運

動
に
つ
い
て
述
べ
た
上
で
、
福
島
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次
回
期
日
は
、12
月
19
日
（
火
）

午
後
２
時
00
分
か
ら
で
す
。（
な

お
、
次
々
回
は
３
月
20
日
（
火
）

午
後
２
時
00
分
と
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。）

　

次
回
も
た
く
さ
ん
の
方
に
傍
聴

に
お
い
で
い
た
だ
き
、
と
も
に
廃

炉
へ
の
意
志
を
表
明
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

（
文
責
・
竹
信
航
介
）

次
回
口
頭
弁
論
　
2
0
1
7
年
12
月
19
日
（
火
）
14
:
00
か
ら
　
場
所
/
札
幌
地
方
裁
判
所

雨
に
も
関
わ
ら
ず

            

傍
聴
席
も
満
員 

原
告
意
見
陳
述

弁
護
団
の
口
頭
陳
述

今
後
の
予
定
等

〒060-0808
 札幌市北区北8条西6丁目2-23-806

事
故
の
反
省
も
な
く
再
稼
働
へ
向

か
う
風
潮
に
疑
問
を
投
げ
か
け
、

原
発
の
危
険
性
を
訴
え
ま
し
た
。

（
意
見
陳
述
の
内
容
は
２
ペ
ー
ジ
。）

　

準
備
書
面
（24）
の
う
ち
、防
潮
堤
・

防
波
堤
の
安
全
性
に
つ
い
て
の
口

頭
陳
述
は
、
今
橋
弁
護
士
が
行
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
防
潮
堤
や

防
波
堤
の
変
形
の
恐
れ
が
原
子
力

規
制
委
員
会
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
津
波
の

流
入
な
ど
に
よ
っ
て
安
全
性
が
損

な
わ
れ
る
恐
れ
が

あ
る
こ
と
を
指
摘

し
ま
し
た
。

　

地
盤
の
安
全
性

に
つ
い
て
の
口
頭
陳

述
は
、
菅
澤
弁
護

士
が
行
い
ま
し
た
。

液
状
化
の
危
険
が

あ
る
こ
と
、
そ
れ

に
よ
っ
て
原
発
の
重

要
な
施
設
か
ら
放

射
性
物
質
が
漏
れ

る
危
険
が
あ
る
こ

と
を
含
む
様
々
な

問
題
点
も
踏
ま
え

る
と
、
複
合
災
害

が
起
こ
る
恐
れ
が

あ
る
の
に
、
被
告

は
様
々
な
問
題
点

に
つ
い
て
の
検
討
が

不
十
分
で
、
シ
ビ

ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対

策
を
講
ず
る
能
力

が
な
い
こ
と
を
指

摘
し
ま
し
た
。 

　

進
行
に
関
す
る
意
見
と
し
て
、

市
川
弁
護
士
は
、
被
告
は
訴
訟

提
起
か
ら
６
年
も
経
っ
て
い
る
の

に
被
告
は
現
時
点
で
安
全
性
を

主
張
立
証
で
き
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
裁
判
所
は
被
告

の
こ
れ
以
上
の
主
張
立
証
の
準

備
や
原
子
力
規
制
委
員
会
の
判

断
を
待
た
ず
、
独
自
に
早
期
に

判
断
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

ま
し
た
。
続
い
て
田
中
宏
弁
護

士
は
、
市
川
弁
護
士
の
意
見
を

前
提
に
、
原
子
力
規
制
委
員
会

の
審
査
が
長
引
い
た
の
は
、専
ら
、

被
告
の
準
備
不
足
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
て
、
被
告
か
ら
新
た
な
主

張
立
証
が
あ
っ
て
も
、
裁
判
所
は

民
事
訴
訟
法
上
の
「
時
期
に
後

れ
た
攻
撃
防
御
方
法
」
と
し
て

却
下
し
て
、
判
断
を
延
期
し
な

い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

（
準
備
書
面
は
8
ペ
ー
ジ
。）
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私
は
、
１
９
７
２
年
に
大
学
を

卒
業
し
、
高
校
の
教
員
に
な
り
ま

し
た
。
最
初
の
６
年
間
は
、
福
島

県
の
県
立
高
校
で
勤
務
し
、
そ
の

後
、
北
海
道
に
戻
り
、
３２
年
間
道

立
高
校
に
勤
務
し
、
２
０
１
０
年

３
月
に
定
年
退
職
し
ま
し
た
。
現

在
は
、
私
立
高
校
の
時
間
講
師
を

し
な
が
ら
、
泊
原
発
の
廃
炉
を
め

ざ
す
会
の
世
話
人
、
泊
原
発
の
廃

炉
を
め
ざ
す
会
十
勝
連
絡
会
の
代

表
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
原
発
問
題
に
大
き
く
３

回
関
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
最
初
は
、

福
島
県
在
住
時
で
す
。
当
時
、
福

島
県
で
は
既
に
東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
１
号
機
が
営
業
運
転
を
開
始

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
原
発
が
、

２
０
１
１
年
３
月
に
過
酷
事
故
を

起
こ
し
た
訳
で
す
。

　

１
９
７
４
年
に
東
電
福
島
第
二

原
発
建
設
反
対
運
動
の一
環
と
し
て

裁
判
闘
争
が
組
織
さ
れ
、
そ
の
原

告
団
の
一
員
と
な
り
、
反
対
運
動
に

参
加
し
ま
し
た
。
原
発
は
安
全
と

い
う
宣
伝
が
大
々
的
に
流
さ
れ
、

原
発
容
認
が
県
民
多
数
の
状
況
の

中
で
、
原
告
に
な
る
に
は
、
大
き

な
勇
気
が
必
要
な
時
代
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発

事
故
が
起
こ
っ
た
の
は
、
１
９
７
９

年
で
す
。
そ
の
５
年
前
に
、
裁
判

闘
争
が
始
ま
っ
た
訳
で
す
。
当
時

は
公
害
反
対
運
動
が
大
き
く
盛
り

上
が
っ
て
お
り
、
諸
公
害
反
対
運

動
と
連
帯
し
て
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
原
発
の
危
険
性
に
つ
い
て
多

岐
に
わ
た
る
論
点
が
争
わ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
当
時
か
ら
原
発
の
使

用
済
核
燃
料
の
再
処
理
や
放
射
性

廃
棄
物
の
処
分
に
つ
い
て
も
、「
明

確
な
科
学
的
見
通
し
を
ま
っ
た
く

持
た
な
い
ま
ま
で
、
危
険
な
道
に

つ
き
す
す
み
つ
つ
あ
る
こ
と
」
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る

「
ト
イ
レ
な
き
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
」

で
す
。
ま
た
、
地
震
・
津
波
に
よ

る
原
子
炉
破
壊
の
危
険
性
、
水
素

爆
発
の
危
険
性
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

　

原
発
問
題
に
関
わ
っ
た
２
回
目

は
、
泊
原
発
の
１
号
機
の
試
運
転

が
目
前
に
迫
っ
た
１
９
８
８
年
の
２

つ
の
直
接
請
求
署
名
運
動
の
時
で

す
。
１
９
７
９
年
に
ア
メ
リ
カ
の
ス

リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
事
故
、
１
９
８

６
年
に
ソ
連
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原

発
事
故
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

原
発
の
危
険
性
は
多
く
の
道
民
に
浸

透
し
つ
つ
あ
る
中
で
の
直
接
請
求
運

動
で
し
た
。
泊
原
発
に
関
す
る
道
民

の
意
思
表
示
が
で
き
る
よ
う
に
「
道

民
投
票
条
例
」
を
求
め
た
直
接
請

求
署
名
が
約
９０
万
人
分
集
ま
り
、

横
路
知
事
に
直
接
請
求
を
行
い
ま
し

た
。
知
事
は
、
行
政
の
継
続
性
や
条

例
の
実
効
性
に
問
題
が
あ
る
と
し

て
、
請
求
に
対
し
て
消
極
的
な
意
見

書
を
提
出
し
、
臨
時
道
議
会
は
、
２

票
差
で
投
票
条
例
案
を
否
決
し
ま

し
た
。
も
う
一
つ
の
「
泊
原
発
と
貯

蔵
工
学
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
な
い
条

例
」
の
制
定
を
求
め
た
直
接
請
求
署

名
は
、
約
４７
万
人
分
集
ま
り
、
知

事
に
直
接
請
求
を
行
い
ま
し
た
。
条

例
案
は
、
１
９
８
９
年
の
１
月
臨
時

道
議
会
で
、
共
産
党
を
除
く
会
派

が
反
対
し
て
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
直
接
請
求
運
動
を
成
功
さ

せ
る
た
め
に
学
習
会
を
数
多
く
組
織

し
、
原
発
問
題
を
深
く
学
び
合
っ
た

こ
と
は
、
大
き
な
成
果
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

原
発
問
題
に
関
わ
っ
た
３
回
目
が

今
回
の
泊
原
発
廃
炉
訴
訟
で
す
。

　

２
０
１
１
年
３
月
１１
日
午
後
２
時

４６
分
頃
に
東
北
地
方
で
巨
大
地
震

が
起
こ
り
、「
東
日
本
大
震
災
」
が

発
生
、
大
地
震
と
津
波
に
よ
り
、

東
電
福
島
第
一
原
発
は
全
交
流
電
源

喪
失
、
炉
心
損
傷
の
過
酷
事
故
が

進
行
し
、
水
素
爆
発
を
起
こ
し
ま

し
た
。
世
界
の
歴
史
に
残
る
こ
の
大

事
故
に
よ
り
、
多
く
の
国
民
は
、

原
発
の
「
安
全
神
話
」
に
だ
ま
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、「
安
全

な
原
発
は
な
い
」、「
人
類
は
原
発
と

共
存
で
き
な
い
」、「
原
発
ゼ
ロ
の
社

会
を
目
指
そ
う
」
が
大
き
な
世
論

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
、
北
海

道
で
は
、
泊
原
発
を
廃
炉
に
す
る

た
め
の
裁
判
闘
争
が
呼
び
か
け
ら

れ
、
福
島
県
勤
務
時
の
教
え
子
を

は
じ
め
福
島
県
民
の
苦
難
に
思
い
を

は
せ
、
今
度
こ
そ
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ

し
て
頑
張
ろ
う
と
、
私
も
原
告
の
一

員
と
な
り
ま
し
た
。
今
、
世
界
の

脱
原
発
の
流
れ
に
反
し
、
日
本
で
は

福
島
原
発
事
故
の
原
因
究
明
も
進

ん
で
い
な
い
中
、
原
発
の
再
稼
働
の

流
れ
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
の

３
・
１１
の
反
省
は
ど
こ
に
行
っ
た
の

だ
と
声
を
大
に
し
て
言
い
た
い
と
こ

ろ
で
す
。

　

私
が
、
泊
原
発
の
廃
炉
を
求
め
る

理
由
は
、①
泊
原
発
が
立
つ
積
丹
半

島
の
西
側
に
海
底
活
断
層
が
あ
る
こ

と
（
こ
れ
は
、
原
子
力
規
制
委
員

会
も
認
定
し
て
い
る
）　

従
っ
て
、②

地
震
等
に
よ
っ
て
、
一
旦
事
故
が
あ

れ
ば
、
放
射
能
汚
染
に
よ
っ
て
北
海

道
に
人
が
住
め
な
く
な
る
こ
と
、
日

本
の
食
糧
基
地
で
あ
る
北
海
道
が
壊

滅
す
る
こ
と
（
こ
れ
は
、
福
島
の
現

状
を
見
れ
ば
分
か
り
ま
す
）　

③
原

発
が
再
稼
働
さ
れ
れ
ば
、
核
廃
棄

物
が
溜
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
核
廃
棄

物
の
処
理
が
難
し
い
事
や
１
０
万
年

以
上
も
管
理
す
る
こ
と
は
、
地
震
列

島
日
本
で
は
で
き
な
い
こ
と
（
ト
イ

レ
な
き
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
）　

④
泊
原

発
は
こ
の
５
年
間
運
転
停
止
し
て
き

ま
し
た
が
、
電
力
不
足
は
起
こ
っ
て

い
な
い
こ
と　

な
ど
で
す
。
私
た
ち

の
孫
子
に
こ
の
自
然
豊
か
な
北
海
道

を
残
し
て
い
く
た
め
に
、
何
と
し
て

も
泊
原
発
を
廃
炉
に
し
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
原
告
の
一
人
と
し
て
、

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

か
、
裁
判
長
な
ら
び
に
裁
判
官
の
皆

様
が
、
こ
れ
ま
で
の
論
点
を
深
く
解

明
し
、
意
見
陳
述
に
も
今
一
度
目
を

通
し
、
泊
原
発
を
廃
炉
に
す
る
決

定
を
下
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
一
部
省
略
）

原
告　

中
村
廣
治

原
発
問
題
と
40
余
年

原
告　

中
村
廣
治

原
発
問
題
と
40
余
年

福
島
第
二
原
発
裁
判
の

原
告
に

泊
原
発
廃
炉
裁
判
の

原
告
に

二
つ
の
直
接
請
求
運
動

廃
炉
を
求
め
る
理
由
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アンケートのまとめ（抜粋）アンケートのまとめ（抜粋）アンケートのまとめ（抜粋）

③泊原発の廃炉をめざす会への
　ご感想やご意見をお聞かせください。

　

結
審
の
日
は
近
い
の
だ
ろ

う
か
。
2
0
1
1
年
11
月

11
日
提
訴
か
ら
約
6
年
。

第
22
回
口
頭
弁
論
期
日
で

市
川
弁
護
団
長
は
裁
判
長

に
〈
原
告
は
次
回
で
結
審

す
る
こ
と
を
求
め
る
〉
旨
、

主
張
し
た
。
そ
の
た
め
裁

判
終
了
後
に
進
行
協
議
が

行
わ
れ
、
弁
護
団
が
報
告

会
会
場
に
到
着
し
た
の
は
、

会
開
始
か
ら
30
分
経
っ
た
頃

だ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
被
告
の
北
電

は
ほ
と
ん
ど
主
張
立
証
し

て
来
ず
、「
結
審
の
機
は
熟

し
て
い
る
」（
常
田
共
同
代

表
）。
被
告
は
、〈
い
つ
ま
で

に
反
論
を
出
せ
る
か
明
示

す
る
〉
よ
う
前
回
期
日
で

裁
判
長
に
求
め
ら
れ
て
い

た
が
、
今
日
そ
れ
が
で
き

な
か
っ
た
。
火
山
に
つ
い
て

は
来
年
3
月
ま
で
に
、
そ

れ
以
外
の
諸
問
題
に
つ
い
て

は
規
制
委
員
会
の
審
査
中

で
あ
り
、
現
段
階
で
は
明

言
で
き
な
い
と
言
う
の
で
あ

る
。

　

裁
判
所
の
判
断
は
、
し

か
し
、
結
審
請
求
棄
却
だ
っ

た
。
被
告
の
反
論
は
近
々

出
そ
う
も
な
い
の
で
、
結

審
し
判
決
を
出
し
た
い
が
、

上
級
審
で
簡
単
に
覆
ら
な

い
判
決
文
に
す
る
た
め
に

も
う
少
し
論
理
補
強
し
た

い
と
い
う
理
由
か
ら
だ
。

そ
し
て
原
告
に
、
地
震
動

の
大
き
さ
（
海
底
活
断
層

が
動
く
と
、
何
ガ
ル
に
な

る
の
か
）
と
、
そ
の
結
果
、

原
発
の
ど
こ
が
壊
れ
る
の

か
、
立
証
す
る
よ
う
求
め

た
。「
難
し
い
宿
題
だ
」
が
、

イ
ベ
ン
ト
ツ
リ
ー
解
析
に
よ

る
リ
ス
ク
評
価
や
ス
ト
レ

ス
テ
ス
ト
の
再
検
討
、
全

体
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

し
、
次
回
、
安
全
で
は
な

い
こ
と
を
法
律
論
で
訴
え

て
い
く
。

　

市
川
弁
護
士
に
よ
る
以

上
の
報
告
等
の
後
、
今
橋
、

菅
澤
両
弁
護
士
か
ら
法
廷

で
の
主
張
―
泊
原
発
敷
地

の
液
状
化
・
地
盤
沈
下
―

の
概
説
が
映
像
を
示
し
な

が
ら
行
わ
れ
た
。
原
発
建

設
前
の
泊
の
地
図
と
泊
原

発
の
航
空
写
真
が
オ
ー

バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
映
さ
れ
る

と
、
３
号
機
タ
ー
ビ
ン
建

屋
、
給
水
ポ
ン
プ
な
ど
は

埋
め
立
て
部
分
に
あ
る
こ

と
が
一
目
瞭
然
。
改
め
て
最

悪
の
事
態
を
想
像
す
る
。

　

意
見
陳
述
し
た
中
村
廣

治
さ
ん
は
40
余
年
様
々
な

公
害
運
動
に
係
わ
っ
て
き

て
、
得
た
教
訓
が
未
然
防

止
だ
。
原
発
事
故
を
「
未

然
防
止
す
る
た
め
に
私
は

闘
っ
て
い
る
」
と
強
調
し
た
。

本
当
に
、
泊
原
発
が
過
酷

事
故
を
起
こ
し
て
か
ら
で
は

遅
い
。
そ
の
前
に
廃
炉
に
す

る
。
原
告
と
弁
護
団
の
強

い
意
志
が
感
じ
ら
れ
る
報

告
会
だ
っ
た
。

（
原
告　

千
田
素
子
）

第22回口頭弁論　
泊原発廃炉訴訟　集会・報告会

①裁判のご感想やご意見をお聞かせください。
泊原発側から何の弁もなかったので、驚いた。弁護士さんから色々な
話があってよかった。説明の画面がもっと大きいか、中央にあると判
りやすいと思った。

茨城県からの自主避難者です。同じ地裁の損害賠償裁判は必ず参加し
ていますが、泊は初めて参加。泊の方が熱くて驚いた。損害賠償訴訟
と泊廃炉訴訟はセットでなくてはならない。泊廃炉訴訟の方々も損害
賠償訴訟にもぜひ参加していただきたい。

４人の弁護士たちの発言がわかりやすかった。前回に続き、この訴訟、
イケるかもと心強くなる。希望の持てる進め方、裁判長がノリ気なの
だと知ってびっくり。

地域での取り組み、活動の報告があって良かった。空知の会の森山さ
んと30年前、泊1号炉の反対運動や署名運動を懐かしく思い出した。

弁護団の各位のご尽力に敬意を表します。次回口頭弁論の12月19日
に期待しています。

裁判をする会ですが、防災や核ゴミ問題、知事への要請行動など、タ
イミングを逃さず、継続していく日頃の運動も大切。

意見陳述で、この様な一種の反公害闘争の重要な点はその発生を未然
防止するということが最重要だとのご指摘があったが、改めてそうだ
なあと再認識した。裁判が結審に向かっている感じがした。

いつもながらの一方通行で、被告から何もないことに苛立ちを感じる
が、最後に結審が来年３月か、という言葉を聞き、「いよいよか」と
いう希望がわいた。

泊弁護団指摘の様に、北電のふざけた態度を裁判所も今まで片棒を担
いできた様に思う。今回引き延ばしについて、裁判所もまともな態度
をとった様だが、想定外事態は発生するものだとの想定を持て、と言
いたい。

北電の不誠実な対応には許せない気持ちでいっぱい。

今までの事や今後の話が話され、有意義だった。

映像を使っての説明は分りやすく。理解が深まった。

弁護団の悩みが良く理解できた。

安倍政権を倒すことが、廃炉への近道ですね。

裁判長、被告とのやりとり始まった。具体的で判りやすい。

期待したいです。抽選になるよう（人を）誘ってみます。

最後のツメと思える状態で、何とか良い方向へ弁護団にお願い致します。

裁判長の声が良く聞こえて好感が持てた。泊弁護団の主張も理解しやすかった。

②口頭弁論終了後の報告会のご感想や
　ご意見をお聞かせください。（まとめ）

第
22
回

口
頭
弁
論
報
告
会
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「ＮＯ ＮＵＫＥＳ ＲＩＧＨＴＳ」を叫び、未来の町づくりを考える「ＮＯ ＮＵＫＥＳ ＲＩＧＨＴＳ」を叫び、未来の町づくりを考える
『とまロック２０１７ 泊原発廃炉でいいんでないかい！！』報告『とまロック２０１７ 泊原発廃炉でいいんでないかい！！』報告

　

８
月
１９
・
２０
日
の
２
日
間
に
渡
っ
て
行

わ
れ
た
『
と
ま
ロ
ッ
ク
２
０
１
７　

泊
原

発
廃
炉
で
い
い
ん
で
な
い
か
い
！！
』
は
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
２
日
間
の
日
程
を
無

事
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ラ
イ
ブ
に
は
地
元
で
活
動
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
は
じ
め
、
東
京
で
原
発
メ
ー

カ
ー
訴
訟
を
闘
い
、
原
子
力
の
恐
怖
か
ら

自
由
に
生
き
る
権
利
「
Ｎ
Ｏ 

Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｓ 

Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｓ
」
を
訴
え
る
弁
護
士
の
島

キ
ク
ジ
ロ
ウ
氏
も
参
戦
。
会
場
の
岩
内
町

旧
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
広
場
に
は
、
芝

生
の
上
を
裸
足
で
駆
け
回
る
子
ど
も
た
ち

の
微
笑
ま
し
い
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
１
人
で
、
福
島

原
発
事
故
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

と
い
う
男
性
は
「
福
島
で
は
今
も
子
ど
も

た
ち
が
外
で
裸
足
に
な
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が

で
き
な
い
」と
語
り
、こ
の
日
本
に
は
、た
っ

た
一
度
の
原
発
事
故
で
、
さ
さ
や
か
な
日

常
を
奪
わ
れ
、
そ
れ
を
取
り
戻
せ
な
い

人
々
が
大
勢
い
る
の
だ
と
い
う
現
実
を
、

改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

　

大
変
良
い
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
た
ラ

イ
ブ
だ
っ
た
が
、
や
は
り
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

数
が
少
な
い
こ
と
が
残
念
で
あ
っ
た
。
来

年
は
も
っ
と
大
勢
で
参
加
し
て
盛
り
上
げ

る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
は
初
日
夜
に
行
わ
れ
た

「
ど
う
す
る
原
発
に
頼
ら
な
い
マ
チ
づ
く

り
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
、
特
に
一
次
産
業
に
従
事
し
て
い

る
地
元
住
民
の
話
に
つ
い
て
詳
し
く
触
れ

た
い
。

　

今
回
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
、
地
元
か
ら
は
金
沢
志
津
夫
さ
ん
（
岩

内
町
・
漁
業
）
と
藤
本
修
さ
ん
（
共
和
町
・

農
業
）
の
二
人
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加

し
た
。

　

金
沢
さ
ん
は
青
年
時
代
か
ら
泊
原
発
の

建
設
に
反
対
し
、
当
初
は
岩
内
町
の
漁
協

も
原
発
反
対
で
一
枚
岩
だ
っ
た
の
が
、
徐
々

に
北
電
に
よ
る
切
り
崩
し
工
作
で
分
断
さ

れ
、
つ
い
に
は
親
子
や
家
族
間
で
も
賛
成
・

反
対
で
険
悪
な
関
係
に
な
る
な
ど
、
原
発

に
よ
っ
て
人
間
関
係
が
壊
さ
れ
て
い
く
様

を
語
っ
た
。

　

ま
た
、
金
沢

さ
ん
は
近
隣
の

「
原
発
の
な
い

町
」
に
比
べ
て
、

岩
内
町
は
漁
業
を
町
の
基
幹
産
業
と
し
て

育
成
す
る
努
力
を
怠
っ
て
き
た
と
指
摘
す

る
。
例
と
し
て
寿
都
町
で
は
漁
業
の
６
次

産
業
化
を
推
し
進
め
て
様
々
な
特
産
品
を

生
み
出
し
、
行
政
も
他
の
自
治
体
に
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
出
店
す
る
な
ど
努
力
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、「
岩
内
町
も

漁
業
の
６
次
産
業
化
を
進
め
、
地
場
産
業

を
振
興
す
る
こ
と
が
原
発
に
頼
ら
な
い
町

づ
く
り
に
繋
が
る
」
と
訴
え
た
。

　

藤
本
さ
ん
は
、
原
発
と
い
う
莫
大
な
建

設
費
が
か
か
る
も
の
を
建
て
る
の
に
、
地

元
に
も
お
金
を
く
れ
る
と
い
う
こ
と
に
疑

問
を
感
じ
て
反
対
運
動
を
起
こ
し
、
原
発

建
設
賛
成
を
表
明
し
た
町
長
の
リ
コ
ー
ル

運
動
の
先
頭
に
立
っ
た
が
、
原
発
か
ら
離

れ
て
い
く
ほ
ど
（
と
い
っ
て
も
５
キ
ロ
程

度
の
距
離
だ
が
）
署
名
が
集
ま
ら
な
く
な

り
、
保
守
的
な
雰
囲
気
の
町
で
は
胡
乱
な

目
で
見
ら
れ
る
な
ど
、
当
時
の
苦
難
を

語
っ
た
。

　

原
発
に
頼
ら
な
い
町
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
共
和
町
名

産
・
ら
い
で
ん

ス
イ
カ
が
誕
生

す
る
ま
で
の
苦

労
を
例
に
挙
げ
、

「
人
間
は
本
当
に
困
ら
な
い
と
考
え
な
い
。

原
発
マ
ネ
ー
が
あ
る
う
ち
は
、
誰
も
原
発

に
頼
ら
な
い
町
づ
く
り
を
考
え
よ
う
と
し

な
い
」
と
、
問
題
の
根
深
さ
を
指
摘
し
た
。

そ
の
上
で
、
北
電
か
ら
電
気
を
買
う
こ
と

を
や
め
、
他
社
の
契
約
に
切
り
替
え
る
こ

と
を
、
今
自
分
に
出
来
る
こ
と
と
し
て
取

り
組
ん
で
お
り
、
参
加
者
に
も
他
社
へ
の

契
約
に
切
り
替
え
る
よ
う
訴
え
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
１
３
０
名
以

上
が
参
加
す
る
な
ど
、「
今
ま
で
で
初
め

て
（
藤
本
さ
ん
）」
と
い
う
ほ
ど
の
盛
況
ぶ

り
で
あ
っ
た
。
仮
に
原
発
再
稼
働
に
賛
成

の
立
場
で
あ
っ
て
も
、
２
０
１
２
年
に
泊

原
発
が
停
止
し
て
５
年
以
上
が
経
っ
た
現

在
で
は
「
こ
の
ま
ま
原
発
が
再
稼
働
で
き

な
か
っ
た
ら
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
？
」

と
い
う
不
安
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
は
ず

で
あ
り
、
今

回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
「
原
発

マ
ネ
ー
か
ら
の

自
立
」
を
真

剣
に
考
え
る
良

い
機
会
に
な
っ

た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

（
公
平　

孝
一
） 

島キクジロウ氏（写真中央）
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「
と
ま
ロ
ッ
ク
」の

地
質
・
地
形
巡
検
報
告

「
と
ま
ロ
ッ
ク
」の

地
質
・
地
形
巡
検
報
告

関
根 

達
夫

(
脱
原
発
を
め
ざ
す
北
電
株
主
の
会
事
務
局
長)
関
根 

達
夫

(
脱
原
発
を
め
ざ
す
北
電
株
主
の
会
事
務
局
長)

　

ま
ず
、
岩
内
の
町
の
背
後
に
あ
る
岩
内

台
地
の
崖
を
見
学
し
ま
し
た
。「
泊
原
発
・

再
稼
働
し
て
は
い
け
な
い
８
つ
の
理
由
」

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う

に
、
北
電
は
、
こ
の
崖
を
つ
く
っ
て
い
る

砂
の
層
に
含
ま
れ
て
い
る
岩
片
の
年
代
を

測
っ
た
と
こ
ろ
1
2
0
万
年
前
だ
っ
た
の

で
、
砂
の
層
も
す
べ
て
1
2
0
万
年
前
と

主
張
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、砂
層
の
直
上
に
は
、11
・
5
万

年
前
に
降
っ
た
洞
爺
火
山
灰
が
の
っ
て
お

り
、台
地
の
高
さ
も
30
m
足
ら
ず
で
、こ
れ

は
全
国
に
分
布
し
て
い
る
12
・
5
万
年
前

の
海
成
段
丘
と
考
え
る
の
が
学
界
の
常
識

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。い
く
ら
岩
片
の
年

代
を
測
っ
て
も
、
そ
れ
が
ま
わ
り
の
砂
層

の
年
代
で
は
な
い
こ
と
は
、
地
質
学
の
イ

ロ
ハ
で
す
が
、
現
地
を
見
て
、
確
か
に
そ

の
通
り
だ
と
納
得
し
ま
し
た
。

　

北
電
は
、
泊
原
発
の
敷
地
内
に
あ
る
同

じ
よ
う
な
砂
の
層
も
、
こ
の
「
1
2
0
万

年
前
」
の
地
層
と
断
定
。
し
た
が
っ
て
、

そ
こ
に
断
層
が
あ
っ
て
も
、
地
層
が
古
い

の
だ
か
ら
活
断
層
で
は
な
い
、
と
主
張
し

て
き
た
の
で
す
。
し
か
し
、
泊
原
発
の
敷

地
内
で
断
層
の
見
ら
れ
る
砂
の
層
は
、
約

50
m
の
高
さ
の
海
成
段
丘
を
つ
く
っ
て
い

て
、
こ
れ
は
、
小
野
さ
ん
た
ち
の
調
査
で

は
、
約
33
万
年
前
の
地
層
に
な
る
そ
う
で

す
。

　

原
発
の
敷
地
に
は
入
れ
な
い
の
で
、
そ

れ
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
に
あ
る
、
共
和
町
の

大
き
な
崖
を
観
察
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
も

厚
い
砂
の
層
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
岩
内
台

地
と
は
異
な
り
、見
事
な
縞
模
様
（
層
理
）

が
発
達
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
33
万
年

前
、
岩
内
平
野
が
ま
だ
湾
だ
っ
た
と
き
、

そ
こ
に
流
れ
こ
ん
で
い
た
河
川
の
河
口
部

に
で
き
た
デ
ル
タ
（
三
角
州
）
の
地
層
だ

そ
う
で
す
。
洪
水
時
に
デ
ル
タ
に
流
れ
込

ん
だ
砂
礫
層
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
崖
の
最
上
部
に
は
、
新
た
な

火
砕
流
堆
積
物
が
小
野
さ
ん
た
ち
に
よ
っ

て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
時
間
が
な
い
の
で

下
か
ら
見
上
げ
る
だ
け
で
し
た
が
、
大
き

な
岩
塊
が
入
っ
て
い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。

北
電
は
、
こ
の
火
砕
流
に
つ
い
て
も
、
小

野
さ
ん
た
ち
が
指
摘
す
る
ま
で
、
ま
っ
た

く
規
制
委
員
会
に
報
告
し
て
い
な
か
っ
た

そ
う
で
、
北
電
の
酷
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

　

北
電
は
、
砂
の
地
層
は
す
べ
て
海
底
で

堆
積
し
た
と
主
張
し
て
き
た
よ
う
で
す

が
、
巡
検
で
は
、
約
20
万
年
前
の
海
岸
に

風
で
運
ば
れ
て
堆
積
し
た
砂
丘
の
地
層
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
に
、
時
代
も
堆
積
し
た
環
境
も

ま
っ
た
く
ち
が
う
地
層
を
、
す
べ
て
古
い

地
層
と
し
、
だ
か
ら
、
活
断
層
も
な
く
、

地
殻
変
動
も
な
い
、
と
北
電
は
主
張
し
て

き
た
よ
う
で
す
。
い
っ
た
い
、
北
電
は
ま

と
も
に
調
査
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
疑

問
を
感
じ
ま
し
た
。

　

泊
原
発
西
方
の
積
丹
半
島
の
海
岸
で

は
、
洞
爺
火
山
灰
が
の
っ
て
い
る
砂
の
地

層
が
、
海
成
段
丘
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
は
北
電
も
、
12
・
5
万
年
前
の
段

丘
に
し
て
い
る
の
に
、
わ
ず
か
し
か
離
れ

て
い
な
い
岩
内
台
地
の
ほ
う
で
は
、
そ
れ

を
否
定
し
て
1
2
0
万
年
前
と
言
っ
て
い

る
の
は
、
ま
っ
た
く
矛
盾
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
兜
岬
ま
で
北
上
す
る
と
、
泊
原

発
の
基
盤
岩
を
な
す
神
恵
内
層
の
水
冷
破

砕
岩
が
、
海
側
に
急
傾
斜
で
落
ち
込
ん
で

い
る
の
が
見
え
、
海
岸
に
は
、
波
で
削
ら

れ
た
平
ら
な
波
蝕
棚
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
波
蝕
棚
は
泊
原
発
の
あ
る
積
丹
半
島

の
西
側
海
岸
に
は
広
く
発
達
し
ま
す
が
、

東
側
海
岸
に
は
見
ら
れ
ず
、
西
側
が
地
震

で
隆
起
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま

す
。

　

規
制
委
員
会
も
こ
こ
を
見
学
し
、
波
の

か
ぶ
ら
な
い
、
1
段
高
い
波
蝕
棚
は
「
離

水
ベ
ン
チ
」
で
、
地
震
性
隆
起
を
示
す
地

形
だ
と
判
断
し
た
の
で
す
。

　

最
後
に
、
共
和
町
で
洞
爺
火
砕
流
が
つ

く
る
大
き
な
崖
を
見
ま
し
た
。
22
m
も
の

厚
さ
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

洞
爺
カ
ル
デ
ラ
が
大
爆
発
し
た
と
き
、

途
中
の
山
も
軽
々
と
乗
り
越
え
て
流
れ
て

き
ま
し
た
。
北
電
は
、
こ
の
露
頭
付
近
ま

で
し
か
到
達
し
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
ま

す
が
、
巨
大
な
灰
神
楽
と
な
っ
て
押
し
寄

せ
た
の
で
す
か
ら
、
日
本
海
ま
で
到
達
し

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
火
砕

流
は
手
で
崩
せ
る
ほ
ど
軟
ら
か
い
の
で
す

か
ら
、
川
な
ど
で
削
ら
れ
た
ら
、
簡
単
に

流
失
す
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

や
は
り
、
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
裁
判

官
に
も
、
ぜ
ひ
現
場
を
見
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
し
た
。
巡
検
を
案
内
く
だ
さ
っ
た
小

野
先
生
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
「
行
動
す
る
市
民
科
学
者
の
会
・
北
海
道
」
の
小
野
有
五

さ
ん
の
案
内
す
る
巡
検
に
参
加
し
ま
し
た
の
で
、
報
告
を
い

た
し
ま
す
。
大
型
バ
ス
が
満
員
に
な
る
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。
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泊
原
発
廃
炉
の
会
・そ
ら
ち

十
勝
連
絡
会

北
区
の
会

　

十
月
六
日
、
美
唄
市
に
あ
る
「
安

田
侃
彫
刻
美
術
館  

ア
ル
テ
ピ
ア
ッ
ツ

ア
美
唄
」
で
、
昨
年
の
十
一
月
に
亡
く

な
っ
た
森
山
軍
治
郎
さ
ん
を
偲
ぶ
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

軍
治
郎
さ
ん
は
、
喉
頭
癌
を
抱
え

な
が
ら
、
泊
原
発
の
廃
炉
を
め
ざ
す

会
の
世
話
人
・
事
務
局
長
と
し
て
活

動
さ
れ
、
亡
く
な
る
ま
で
二
年
半
の

短
い
期
間
で
し
た
が
、「
泊
原
発
廃
炉

の
会
・
そ
ら
ち
」
の
会
長
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

彫
刻
家
で
「
ア
ル
テ
ピ
ア
ッ
ツ
ア
美

唄
」
を
創
っ
た
安
田
侃
さ
ん
と
軍
治

郎
さ
ん
が
、
無
二
の
親
友
で
あ
っ
た
こ

と
を
私
は
葬
儀
で
知
り
ま
し
た
。
美

唄
は
お
二
人
の
故
郷
で
す
。「
ア
ル
テ

ピ
ア
ッ
ツ
ア
美
唄
」
は
、
軍
治
郎
さ

ん
も
特
別
な
想
い
を
寄
せ
て
い
た
場

所
。
こ
こ
に
集
い
、
静
か
な
ひ
と
時

を
過
ご
せ
ば
、
生
前
に
は
知
り
え
な

か
っ
た
軍
治
郎
さ
ん
に
触
れ
ら
れ
る

だ
ろ
う
と
考
え
、
こ
の
場
所
を
選
び

ま
し
た
。

　

当
日
は
穏
や
か
な
秋
日
和
、
美
し

い
緑
の
中
、
屋
外
で
の
集
り
に
な
り

ま
し
た
。
章
子
夫
人
が
持
参
さ
れ
た

軍
治
郎
さ
ん
の
写
真
を
囲
ん
で
座
り

ま
し
た
。
木
々
を
抜
け
て
く
る
風
が

心
地
よ
く
彫
刻
を
傍
に
感
じ
な
が

ら
、
み
な
さ
ん
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

安
田
侃
さ
ん
も「
ア
ル
テ
ピ
ア
ッ
ツ
ア
」

二
十
五
周
年
記
念
展
で
お
忙
し
い
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
参
加
さ
れ
、「
第

二
次
世
界
大
戦
中
に
美
唄
の
炭
鉱
で

亡
く
な
っ
た
朝
鮮
人
の
名
簿
を
、
韓

国
に
届
け
る
」
活
動
で
、
軍
治
郎
さ

ん
が
担
っ
た
重
要
な
役
割
に
つ
い
て
話

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

美
唄
市
は
炭
鉱
で
賑
わ
っ
た
町
で

す
が
、
石
炭
か
ら
石
油
へ
の
転
換
で

炭
鉱
が
閉
山
に
な
り
、
人
口
の
急
激

な
減
少
を
経
験
し
た
町
で
す
。
そ
の

中
で
、
美
唄
市
消
費
者
協
会
の
活
動

は
元
気
で
し
た
。
原
告
で
前
会
長
の

土
屋
裕
子
さ
ん
か
ら
は
、
学
習
会
の

講
師
な
ど
と
し
て
消
費
者
協
会
の
活

動
に
参
加
し
た
若
き
日
の
軍
治
郎
さ

ん
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
中
村
新
会
長
の
ギ
タ
ー

伴
奏
で
、
軍
治
郎
さ
ん
の
お
好
き
だ
っ

た
曲
を
章
子
夫
人
と
共
に
、
青
空
の

彼
方
に
届
け
ま
し
た
。

　
「
ア
ル
テ
ピ
ア
ッ
ツ
ア
美
唄
」
は
、
炭
住
街
に

あ
っ
た
マ
ン
モ
ス
小
学
校
の
跡
地
に
作
ら
れ
、

校
舎
の
一
部
が
作
品
の
展
示
と
幼
稚
園
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
副
会
長　

榊
原
郁
子
） 

　

１０
月
9
日
、
廃
炉
の
会
十
勝
連
絡
会

で
は
地
元
の
「
原
発
を
な
く
す
十
勝
連

絡
会
」
の
み
な
さ
ん
と
バ
ス
を
仕
立
て

て
札
幌
に
向
か
い
、「
さ
よ
う
な
ら
原
発
」

北
海
道
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
バ
ス

の
予
約
の
関
係
も
あ
り
3
か
月
前
か
ら

の
ツ
ア
ー
準
備
で
し
た
が
、
事
前
に
探

り
当
て
て
い
た
日
程
が
1
か
月
前
に
な
っ

て
間
違
っ
て
い
た
こ
と
が
偶
然
に
発
覚
。

大
慌
て
で
バ
ス
の
予
約
を
取
り
直
し
、

チ
ラ
シ
を
作
り
直
す
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ

も
あ
り
ま
し
た
。
公
式
の
イ
ベ
ン
ト
告

知
は
、
地
方
を
配
慮
し
日
程
だ
け
で
も

3
か
月
前
に
お
願
い
し
た
い
も
の
で
す
。

　

十
勝
連
絡
会
に
ス
ピ
ー
チ
の
依
頼
が

あ
り
、
事
務
局
の
菅
原
が
ス
ピ
ー
チ
し
ま

し
た
。
駆
け
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
仲
間
は
、
脱
原
発
の
実
現
の
た
め
選
挙

で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
。
十
勝
連
絡
会
は
、

月
2
回
署
名
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
。
裁
判
で
北
電
は
22
回
の

公
判
の
な
か
で
一
度
も
安
全
立
証
が
出
来

ず
、
裁
判
長
は
「
い
つ
ま
で
も
待
て
な
い
」

と
く
ぎ
を
刺
し
、
弁
護
団
長
は
「
結
審
の

機
は
熟
し
た
」
と
法
廷
で
発
言
し
、
大
詰

め
を
迎
え
て
い
る
こ
と
。「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

は
飲
ん
で
も
安
全
」
や
「
敷
地
外
の
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
は
無
主
物
」
と
言
い
放
っ
た
原

子
力
ム
ラ
の
こ
と
ば
を
決
し
て
忘
れ
ず
、

泊
原
発
を
必
ず
廃
炉
に
し
よ
う
と
訴
え
ま

し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
の
前
で
は
十
勝
連
絡
会
の
メ

ン
バ
ー
が
横
断
幕
を
も
っ
て
立
ち
、ス
ピ
ー

チ
を
盛
り
立
て
て
く
れ
ま
し
た
。
原
子

力
ム
ラ
は
公
共
の
電
波
を
使
っ
て
平
気
で

大
ウ
ソ
を
つ
き
、
国
民
の
良
識
を
蹂
躙

し
た
の
で
す
。
私
た
ち
か
ら
バ
ト
ン
を
引

き
継
ぐ
世
代
の
た
め
に
も
、
最
後
ま
で

た
た
か
い
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
（
事
務
局
長　

菅
原
哲
也
）

　

北
区
の
会
で
は
7
月
10
日
か
ら

10
月
30
日
ま
で
の
間
に
10
回
、「
泊

原
発
の
再
稼
働
を
認
め
な
い
で
！
」

「
北
海
道
に
核
ゴ
ミ
を
持
ち
込
ま
な

い
で
‼
」
の
署
名
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
麻
生
イ
オ
ン
前
あ
る
い
は

紀
伊
国
屋
前
で
、
午
後
1
時
半
か

ら
約
1
時
間
、
道
行
く
人
々
に
チ

ラ
シ
「
日
本
で
原
発
を
動
か
す
怖

さ
」「
原
発
の
コ
ス
ト
は
高
い
」
を

配
り
、
署
名
を
訴
え
ま
し
た
。
今

年
の
署
名
は
こ
れ
で
終
わ
り
。
来

年
は
泊
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
な
い

北
海
道
連
絡
会
の
署
名
活
動
を
行

う
予
定
で
す
。

　

9
月
10
日
に
は
エ
ル
プ
ラ
ザ
2
階
・

環
境
研
修
室
で
、小
野
有
五
さ
ん
を

講
師
に
ま
ね
い
て
の
講
演
会『
泊
原

発 

再
稼
働
し
て
は
い
け
な
い
8
つ
の

理
由
』を
開
催
し
ま
し
た
。
情
熱
に

満
ち
た
講
演
は
、特
に
活
断
層
や
積

丹
半
島
の
地
形
、洞
爺
火
砕
流
の
話

に
な
る
と
さ
ら
に
熱
を
帯
び
、中
身
の

ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
お
話
に
魅
了
さ

れ
た
2
時
間
半
で
し
た
。

　

９
月
11
日
に
は
、
原
子
力
規
制
委

員
会
の
田
中
俊
一
委
員
長
（
当
時
）

に
対
し
、
東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
発

６
，
７
号
機
審
査
書
案
了
承
の
方
針

を
固
め
た
こ
と
に
対
す
る
抗
議
文
を

提
出
し
ま
し
た
。
抗
議
へ
の
賛
同
を

「
泊
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
な
い
北
海

道
連
絡
会
」の
M
L
を
通
じ
て
募
っ

た
と
こ
ろ
、
わ
ず
か
二
日
で
13
団

体
が
名
前
を
連
ね
て
く
れ
ま
し
た
。

13
日
に
出
さ
れ
る
と
報
道
の
あ
っ
た

審
査
書
案
了
承
は
、
一
度
は
引
き
伸

ば
さ
れ
ま
し
た
が
、
10
月
4
日
に

は
了
承
さ
れ
、
福
島
第
一
原
発
事
故

を
引
き
起
こ
し
た
東
京
電
力
柏
崎

刈
羽
原
発
再
稼
働
に
む
け
て
の
手

続
き
が
、
大
き
く
前
に
進
み
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
と
き
市
民
の
力

は
非
力
に
見
え
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
こ
の
よ
う
な
抗
議
の
声
を
あ
げ

続
け
る
こ
と
が
大
事
な
の
だ
と
信

じ
、活
動
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
（
共
同
代
表
・
井
上
敦
子
）

地
域
連
絡
会

森
山
軍
治
郎
さ
ん
を
偲
ぶ
会

さ
よ
う
な
ら
原
発
集
会
に
参
加
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２０１７年９月８日
北海道知事　高橋 はるみ様

泊原発を再稼働させない北海道連絡会

泊原発の再稼働を認めないよう求める

　私たち「泊原発を再稼働させない北海道連絡会」（以下、北海道連絡会）は、さる５月１９日、貴職宛てに泊原発の再稼働に関する申し入れを行いまし
た。５月３１日付で、北海道総務部危機対策局原子力安全対策課長　前川清三郎氏と　北海道経済部産業振興局環境・エネルギー室　参事水口信生
氏　名の文書回答をいただきました。しかし、この文書回答には、貴職の名前はどこにもありません。私たちは、北海道知事へ申入れを行なったのであ
り、このような関係部局役職員名の回答を求めたものではありません。また、文書回答の内容も道知事が道民の安全に責任を負う立場にないもので、納
得できないものでした。
　つきましては、あらためて貴職宛てに、以下の公開質問状を提出し、貴職名の責任ある回答を求めます。

前回の回答に関して1

泊原発の再稼働を認めないよう求める公開質問状2

なぜ、貴職名の文書回答でなく、関係部局役職員名の文書回答をされたのか、納得いく説明を求めます。

　私たち「北海道連絡会」は、以下の諸点から、道民の安全に責任を負う貴職は、泊原発の再稼働を認めるべきでないと考え、公開質問状を提出しま
す。誠意ある回答を求めます。
　
　（１）福島第一原発事故の最大の教訓は、二度と同じような重大事故を繰り返してはならないということです。福島県では県議会と県下の５９市町村
の市町村議会すべてが、原発のない福島県を願い、全原発を再稼働せず廃炉にすることを求めています。　
　北海道でも、泊原発が福島第一原発のような重大事故を起こせば、取り返しのつかない事態になることは明らかです。しかも、福島第一原発事故後
に決定された原子力規制委員会の適合性審査の新規制基準は、重大な原発事故が起きうることを「想定」し、起きた場合、その被害や影響をできるだ
け小さくする立場の基準に過ぎません。フクシマ原発事故の教訓が生かされたものとはなっていません。
　したがって、道民の安全に責務を負う貴職は、フクシマ原発事故の教訓を生かし、泊原発の再稼働を認めるべきでないと考えます。
　ところが、貴職は、原発は安全最優先だと言いながら、泊原発はいま原子力規制委員会で審査中であり、予断を持って言える段階ではないとして、
再稼働を認めないとは決して言ってきていません。これはフクシマ原発事故の教訓に反し、道民の安全を最優先にしない誤った対応ではありません
か。明確な回答を求めます。

　（２）憲法は主権在民を原則としています。この原則に立った政治を行うことが国政も地方政治も当然の大前提と考えます。泊原発の再稼働の是非
に関し、今年４月に実施された「道新」の世論調査では、泊原発の再稼働に「反対」が５９％と報じられました。この民意を実現する立場をとることが貴
職に求められていると考えます。きっぱり泊原発の再稼働を認めない決断を下すべきではありませんか。明確な回答を求めます。

　（３）万が一、泊原発で重大事故が発生した場合に備え、関係地域の全住民が安全に避難できることは、緊急時対応として不可欠のことです。しか
し、規制委員会が策定する原子力災害対策指針では、５キロ圏内を除いた３０キロ圏内では、相当量の放射性物質が放出されてから避難することに
なっており、被ばくが前提となっています。また、安定ヨウ素剤も、各戸へ事前配布するのではなく、避難集合場所で配布することになっている等、二重
三重に安全性を保障しないものとなっています。このような原子力災害対策指針をもとに作成された避難計画の下では、何度防災訓練を重ねても被
ばくなしに避難できる保障は全くありません。この点からも、泊原発の再稼働は認めるべきではありません。明快な回答を求めます。

　（４）さらに原発から３０キロ圏を超えた市町村には原子力災害対策指針に基づく避難計画さえ策定が義務付けられていません。策定しても国や道
の何らの財政支援も体制的支援も得られないのが現状です。しかし、重大事故時には放射性物質は、３０キロ圏外にも及びます。３０キロ圏外の道民の
安全を保障できないことは明白です。
　貴職は、３０キロ圏外の防災対策にも責任を負っています。しかし、現状の原子力災害対策指針では、３０キロ圏外の住民の安全について責任を果
たすことができないのは明らかです。この点からも、貴職は、泊原発の再稼働を認めるべきではないと考えます。明確な回答を求めます。

　（５）規制委員会における泊原発の審査会合では、泊原発が立地している積丹半島西岸の前面海域に海底活断層の存在の可能性を否定できない
こと、防潮堤や冷却水貯蔵棟など重要施設が立地している泊原発敷地内の海側は広範囲にわたり埋め立て地であり、防潮堤を含む重要施設の液状
化の恐れがあることが指摘されています。
　さらに、泊原発が立地している積丹半島西岸の地形の形成が、地震性隆起による可能性も指摘され続けています。地震で隆起するような地形に原
発を立地すること自体、認められないのではありませんか。きっぱり泊原発の再稼働を認めず、廃炉にするよう求めるべきではありませんか。明快な回
答を求めます。

　以上の私たちの質問について、是非とも貴職のお考えをお聞かせ頂きたく思いますので、本書面を受け取った後、貴職名による責任ある回答を２週
間以内にご返答頂けるようお願いいたします。

2017年9月8日
〒060-0808 札幌市北区北８条西６丁目2-23-806泊原発の廃炉をめざす会事務局　気付

泊原発を再稼働させない北海道連絡会
代表　市川 守弘

同時に「科学的特性マップ」提示に係る高レベル放射性廃棄物最終処分地選定等に関する要請書」を知事宛てに提出しました。



2017.11.30 8

2017年11月30日発行　泊原発の廃炉をめざす会
タイトルイラスト ： 堀川　真　   写真 ： 及川文・公平孝一・川原茂雄・ 田口裕貴　   編集：樋口みな子・間谷真澄

　
第
22
回
口
頭
弁
論
期
日
に
お
い
て
原

告
は
、
準
備
書
面
24
を
提
出
、
要
旨

の
陳
述
を
行
っ
た（
前
半
部
分
は
今
橋
、

後
半
部
分
は
菅
澤
両
代
理
人
）

　
本
書
面
は
、2
0
1
6
年
7
月
、10

月
そ
し
て
本
年
3
月
の
3
回
の
規
制

委
員
会
・
適
合
性
審
査
会
合
に
お
い

て
、北
電
が
自
ら
認
め
た
り
、規
制
庁

か
ら
指
摘
を
受
け
た
り
し
た
泊
原
発

の
地
盤
の
安
全
性
の
欠
如
、そ
し
て
北

電
の
安
全
性
に
対
す
る
基
本
的
姿
勢

に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
泊
原
発
の
防
潮
堤
は
、福
島
第
一
原

発
事
故
を
受
け
て
2
0
1
4
年
に
、高

さ
海
抜
1
6
・
5
m
で
完
成
し
た
。ま

た
、防
波
堤
は
、原
発
前
面
の
海
上
に

南
北
2
つ
あ
る
。

　
防
潮
堤
や
防
波
堤
に
つ
い
て
は
、当

然
の
こ
と
な
が
ら
、津
波
が
来
て
も
そ

れ
が
敷
地
内
に
流
入
し
な
い
よ
う
に
、

地
震
に
よ
っ
て
防
潮
堤
・
防
波
堤
自
体

が
壊
れ
な
い
よ
う
に
、と
の
安
全
基
準

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
北
電
は
、泊
原
発
の
防
潮
堤

や
防
波
堤
は
、「
地
震
に
よ
っ
て
地
盤
の

液
状
化
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
」「
防
波
堤
も
津
波
で
流

さ
れ
る
危
険
が
あ
る
」と
規
制
員
会
に

報
告
を
し
た
。防
潮
堤
の一
部
は
そ
の
地

盤
に
液
状
化
し
や
す
い
砂
の
層
が
あ

り
、ま
た
他
の
部
分
は
海
を
埋
立
て
た

地
盤（
原
発
設
置
工
事
の
際
に
生
じ
た

岩
砕
を
用
い
て
埋
立
て
た
）の
上
に
あ

り
こ
ち
ら
も
液
状
化
の
恐
れ
が
あ
る

と
い
う
の
だ
。

　
こ
こ
で
特
に
指
摘
し
て
お
く
べ
き
こ

と
は
、北
電
は
、規
制
委
員
会
の
指
摘

が
あ
っ
て
は
じ
め
て
こ
の
問
題
点
を
認

識
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。　

　
北
電
は
、2
0
1
6
年
7
月
の
審
査

会
合
で
、「
道
路
橋
示
方
書
」と
い
う
基

準
を
用
い
た
上
で
の「
液
状
化
の
恐
れ

は
な
い
」と
の
評
価
を
示
し
た
。こ
れ
に

対
し
て
規
制
庁
か
ら「
そ
の
ほ
か
の
複

数
の
基
準
で
液
状
化
の
可
能
性
を
判

断
す
る
よ
う
に
」と
の
指
摘
が
あ
り
、

そ
の
結
果
、次
の
10
月
の
審
査
会
合
で
、

「
液
状
化
の
影
響
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
」と
の
報
告
を
行
う
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。そ
の
後
現
在
に
至
る
ま
で
、

北
電
は
、こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
有

効
な
対
策
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。

　
地
盤
の
安
全
性
欠
如
の
問
題
は
、防

第
22
回
口
頭
弁
論

準
備
書
面

潮
堤
・
防
波
堤
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

2
0
1
7
年
3
月
の
審
査
会
合
に
お
い

て
は
、規
制
庁
自
ら
が
資
料
を
用
意
し
、

問
題
点
を
指
摘
し
た
。先
に
述
べ
た「
液

状
化
の
お
そ
れ
の
あ
る
埋
立
て
地
盤
」

の
上
に
は
、防
潮
堤
以
外
に
も
タ
ー
ビ

ン
建
屋
、循
環
水
ポ
ン
プ
建
屋
と
い
っ
た

屋
外
重
要
土
木
構
造
物
が
建
っ
て
い
る
。

循
環
水
ポ
ン
プ
が
機
能
し
な
く
な
っ
た

場
合
の
惨
事
は
、福
島
第
一
原
発
事
故
で

自
明
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
同
日
の
審
査
会
合
で
規
制
庁

は
、阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震

災
の
時
の
写
真
を
も
っ
て
、岩
砕
を
用
い

た
埋
立
地
盤
の
液
状
化
被
害
例
を
示

し
、泊
原
発
で
の
検
討
を
北
電
に
求
め

た
の
で
あ
る
。

　
地
震
や
津
波
の
影
響
は
単
独
で
生
じ

る
も
の
で
は
な
く
、原
発
敷
地
内
の
様
々

な
構
造
物
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ

り
、多
く
の
事
項
に
つ
い
て
の
安
全
性
確

保
が
要
求
さ
れ
る
。し
か
し
、北
電
は
、

（
前
回
既
に
指
摘
し
た
）海
底
活
断
層
を

無
視
し
て
き
た
と
い
う
事
実
を
含
め
、適

合
性
審
査
会
合
で
次
々
と
泊
原
発
の
安

全
性
の
不
備
を
指
摘
さ
れ
、延
々
と
審

査
が
続
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、北
電
が
原
発
の

安
全
性
を
適
切
に
評
価
し
て
、安
全
性

を
確
保
し
て
稼
働
さ
せ
る
意
思
、能
力

が
欠
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、本
訴
訟

で
も
北
電
は
積
極
的
な
安
全
性
の
主

張
立
証
が
で
き
て
い
な
い
。従
っ
て
、現

在
の
泊
原
発
の
存
在
が
原
告
ら
の
人
格

権
を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

口頭弁論終了後～１６：００

第23回 口頭弁論
２０１７年12月１９日（火）　１４：００～
札幌地裁（札幌市中央区大通西１１丁目）

集　合

会　場

集　会

１３：１０　 大通公園西１１丁目
１３：5０～　傍聴抽選に外れた人対象

報告会

北海道高等学校教職員センター
（札幌市中央区大通西12丁目）

チカホイベント
日時

内容

2018年2月19日（月）　11:00～17:00

ニュース発送作業
　
H
A
I
R
O
ニ
ュ
ー
ス
は
年
4
回

発
行
し
て
い
ま
す
。
発
送
に
は
毎

回
約
30
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が

集
ま
っ
て
、
4
時
間
ほ
ど
か
け
て

ニ
ュ
ー
ス
の
封
入
、
封
緘
作
業
を
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
休
憩
時
間
も
惜
し
ん

で
ひ
た
す
ら
黙
々
と
作
業
を
続
け

ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
の
他
に
講
演
会
の

チ
ラ
シ
や
廃
炉
の
会
と
共
催
し
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
文
書
な

ど
を
同
封
す
る
時
は
、
印
刷
物
の

周
り
を
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
る
帳
合
作

業
が
あ
り
ま
す
。

　
ど
ん
な
作
業
も
楽
し
ん
で
、
和

気
あ
い
あ
い
と
続
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
の
手
を
経
て
、
み
な
さ
ん

の
元
に
ニ
ュ
ー
ス
が
届
き
ま
す
。

元
々
の
地
形
を
示
す
航
空
写
真
と
現

況
図
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、重
要
な

構
造
物
が
海
を
埋
め
立
て
た
地
盤
の

上
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

場所 札幌駅前地下歩行空間
憩いの空間（E-3 E-4) (5 番出口付近）
●かわはら先生の原発出前講座（2回）
●原発スライドショー　●署名活動・会員募集など

液
状
化
の
危
険
＝
続
々
判
明
！

（
今
橋
直
・
菅
澤
紀
生
）


	廃炉ニュース24-1
	廃炉ニュース24-2p
	廃炉ニュース24-3p
	廃炉ニュース24-4p
	廃炉ニュース24-5p
	廃炉ニュース24-6p
	廃炉ニュース24-7p
	廃炉ニュース24-8p

